
札幌市環境教育・環境学習基本方針推進会議開催要綱※の改正について 

※以下、この資料において「推進会議要綱」という。 

 

１ 本推進会議について 

  「札幌市附属機関等の設置及び運営に関する要綱」（以下「附属機関等要綱」）に

定める「懇話会」に位置付けられている （根拠が環境教育・環境学習基本方針や推

進会議要綱であるため。法や条例が根拠の「附属機関」とは明確に区別されている）。 

２ 推進会議要綱の改正の趣旨 

  令和７年３月２８日付の附属機関等要綱の改正 （「懇話会」の扱いを国の方針と

合致させることを目的）に伴い、推進会議要綱のうち、当該改正内容と相違する箇

所について変更を行ったもの。 

３ 推進会議要綱の改正の内容 

⑴  「推進委員会」の名称が附属機関に誤認されるおそれがあることから「推

進会議」とした。 

⑵  国の方針では、「懇話会」には「設置」等の恒常的な組織であるとの誤解

を招く表現を用いないこととされていることから「開催」に文言修正した。 

⑶  国の方針では「懇話会」には定員を定めないこととしていることから、

定員に係る規定を削除した。 

４ 改正日 

   令和７年５月１日 

資料２ 



札幌市環境教育・環境学習基本方針推進会議開催要綱 

 

環境局長決裁 

 

（目  的） 

第１条 札幌市環境教育・環境学習基本方針（以下「基本方針」という。）に基づく施策

の進捗状況や効果などを評価・検証し、また、基本方針の改定に関して、意見交換する

ため、「札幌市環境教育・環境学習基本方針推進会議」（以下「推進会議」という。）を

開催する。 

 

（討議事項） 

第２条 推進会議における討議事項は、基本方針に基づく施策の進捗状況や効果等に関す

ること及び基本方針の改定に関することとする。 

 

（組  織） 

第３条 

１ 推進会議の委員は、学識経験のある者その他市長が適当と認める者のうちから市長が

委嘱する。 

２ 推進会議に会長１人及び副会長１人を置き、委員の互選により、これを定める。 

３ 会長は推進会議を総括する。 

４ 副会長は、会長を補佐するとともに、会長に事故あるとき又は会長が不在のときは、

その職務を代理する。 

５ 推進会議は、必要に応じて臨時委員を置くことができる。 

６ 臨時委員は、学識経験のある者その他市長が適当と認める者のうちから市長が委嘱す

る。 

７ 臨時委員は、その者の委嘱に係る特別の事項に関する討議が終了したときは、委嘱を

解かれるものとする。 

 

（任  期） 

第４条 委員の任期は２年とし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。ただ

し、再任を妨げない。 

 

（会  議） 

第５条 

１ 推進会議の会議（以下、「会議」という。）は、必要の都度、会長が招集し、会長は会

議の議長となる。 

２ 推進会議は、在任委員の過半数が出席しなければ、会議を開催することができない。 



３ 会議は原則的に公開とする。 

４ 会議に出席した委員の謝礼については、札幌市特別職の職員の給与に関する条例別表

附属機関の項上記以外の委員その他の構成員の目に定める報酬日額に準じるものとす

る。 

 

（庶  務） 

第６条 推進会議の庶務は、環境局環境都市推進部環境政策課において行う。 

 

（そ の 他） 

第７条 この要綱において定めるもののほか、推進会議の運営に関し必要な事項は推進会

議において定める。 

 

附  則 

この要綱は平成２２年４月１日から施行する。 

この要綱は平成２７年１月９日から施行する。 

この要綱は平成３０年４月１日から施行する。 

この要綱は平成３１年４月１日から施行する。 

この要綱は令和２年４月１日から施行する。 

この要綱は令和７年５月１日から施行する。なお、この要綱の施行に際し、札幌市環境

教育・環境学習基本方針推進委員会の委員として現に委嘱されている者は、この要綱に定

める推進会議の委員として委嘱された者として扱う。 


